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でのようなペーパーメディアの陳列館として

の役割から、医療情報全体の提供・発信基地

としての役割が求められていると思われます。

予算・機器など多くの問題を抱えております

がぜひとも早い時期に病院職員がインター

ネットを利用できる環境を整備したいもので

す。
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病院図書室利用者の

　　現状と今後の課題

　病院図書室の目的は、日本病院会図書室部

会によると、診察、教育、研究、管理に従事

する全スタッフの情報要求に、迅速にしかも

確実に、組織的に応えることとされている。

そのための具体的な役割は、1)スタッフの知

識向上に必要な図書閲覧の機会の提供、2)ス

タッフの研究、教育の支援(文献検索、医学

関連情報の提供など)、3)病診連携のための

学術研究会、専門知識向上のための情報提供、

4)患者や教育に対する広報の支援、などが考

えられている。

　さてこれらの役割を十分果たすには、図書

室の設備面と運営面の充実が必要である。病

院により図書室の規模、予算、利用状況など

が異なるため、スタッフが図書室に期待する

役割にも違いがあると思われる。

　そこで図書委員会では、当病院における図

書室利用者の現状を知り、今後のより良い

サービスを行うための改善を目的に、全ス

タッフ1129名を対象にアンケート調査を実施

した。アンケートの回収率は70％であった。
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図書館は、インターネット上で最も視覚的　　る時代に即応して変わる必要があり、これま

で膨大な数の資源を持つものです。大学の、

公立の、私立の、国立の、企業のもつ図書館、

科学技術図書館、電子ブックを備えた電子図

書館まであり、世界中のありとあらゆる図書

館にインターネットを利用して訪れることが

できます。アメリカ国会図書館ではMarvel

という仮想的な図書館目録システムまで開発

しており、電子的なカード式目録で、どの図

書館の目録でもブラウズできます。医学分野

に限っても、例えば、ボストンのハーバード

大学の電子図書館HOLLISの中にはボストン

地区の医学図書館の単行本検索がMeshで行

えたり、カリフォルニア大学の電子図書館M

ELVYLにはMELVYL MEDLINE、PsycINFOと

いったデータベースがあり、また全米の電子

図書館ネットワークにゲートウェイもできま

す。おなじくMELVYLから入れるUncover

を使用すると学術雑誌の目次速報とドキュメ

ント・デリバリーサービス（FAXあるいは電

子的に文献が入手できる）が受けられます。

今後さらに各種のデータベースの利用やド

キュメント・デリバリーサービスが発達する

と考えられます。

　このような時代がもう始まっていることを

考えると、インターネットを利用できるもの

とそうでないものとの情報格差はますます広

かっていくものと思われます。これまではご

く一部の人にしか利用できなかったインター

ネットもやっと大手パソコン通信サービスの

インターネット接続サービスが始まったり商

用ネットワーク接続サービスを行うネット

ワーク・サービス・プロバイダーと契約すれ

ば誰でも自宅のパソコンからインターネット

を通じて世界へ飛び出せるようになりました。

　振り返って、わが国の病院の情報の流通は

どうでしょうか？　現代科学の先端にあるは

ずの医療の現場での状況は他の分野の人たち

からはとても理解されないでしょう。病院図

書室も、情報流通メカニズムが大きく変化す
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　戦後10年くらいの間は、必要文献の入手は、

甚だ困難なことの一つでありました。大学を

離れて開業した途端、日夜診療に追われて、

寧日なき毎日を過ごさなければなりません。

ましてや大学に行くこともままならない状態

となりました。診療について言うまでもなく、

自分の専門分野がどの様な方向に発展してい

くのかも、大きな関心事でありましたので、

自分の専門分野を中心に、国内外の雑誌を備

えておくことにいたしました。現在国内43誌、

国外10誌を定期購入しております。

　私の病院は私の出身校との関係もあって、

九大、福大、鹿児島大学の関連病院として、

若手を派遣いただいておりますが、よく利用

していただいております。また、院内で間に

合わない分は、近畿病院図書室協議会のネッ

トワークで、早速入手でき助かっております。

　現在図書室の担当者は、図書司書補でござ

いますが、診療録管理士の資格も取得してお

りまして、医学に関してもかなりの興味と知

識をもっております。最近では、入手したい

項目を中しますと、関連の文献を数点揃えて

参ります。近畿病院図書室協議会のネット

ワークのたまものと思っておりますが、今後

ますますこの方面に力を入れていただきたい

と思います。

　次にふえる一方の図書の管理でございます

が、製本やスペースの確保に頭を悩ましてお

ります。何かいい方法はないでしょうか。

　以上考えつくままに述べさせていただきま

した。今後ともよろしく御指導下さい。
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職種別に、Ｄ医師、2)薬剤師、放射線技師、

臨床検査技師などのコメディカル、3)看護婦、

4)その他の職種に分け集計した。まず１ヵ月

の図書室利用回数は、医師では月４回以上が

約50％、コメディカル・看護婦では１～３回

が70～80％であったが、その他の職種では約

3/4の人が全く利用していなかった。利用し

たことがない理由として、時間がない、読み

たい本がないなどであった。利用目的は、医

師・コメディカルは、文献検索・資料収集が

60～70％であり、看護婦・その他の職種では

コピー、学習、会合が60～80％で多かった。

利用時間帯は、ほとんどが昼休み以降と勤務

時間外であった。図書室に文献・資料がない

時の入手方法は、医師・コメディカルでは約

70％が知人などに依頼して入手しているのに

対し、看護婦では約50％、その他の職種では

約70％の人があきらめていた。文献相互貸借

の利用は、全体の5～10％で月に約20件で

あった。当図書室では、文献検索CD-ROM機

が設置されているが、今までに利用したこと

がない人は、医師38％、コメディカル80％、

看護婦94％であった。

　以上の結果より、職種により図書室の利用

状況が異なること、迅速で確実な文献検索・

資料収集の希望が多いことがわかった。今後

当病院図書室としては、CD-ROM検索の定期

的な講習、指導を行うとともに、文献相互貸

借の利用の普及など、少なくとも必要な文献

・資料があきらめずに入手できる確実な体制

を整えたい。

　さて病院は多くの職種のスタッフと患者と

で成り立っている。今まで病院図書室は、医

師など一部のスタッフに対する医学専門的な

支援が中心になっていたと思われる。今後の

役割として、全スタッフを対象とした幅広い

情報の提供が望まれる。また患者サービスと

して、一般書を含めた閲覧の機会の提供など

も必要と考えられる。




